
行

第60号

工
事
を
揺
る

拐
容
の
空
に
ひ
び
く
建
設
の
槌
替
を
一
土
毘
小
学
時
代
椅

A
m
m
増
築
数
軍
一
一
二

求
め
て
、
市
営
の
工
事
現
揚
を
巡
っ
て
一
木
浩
厚
型
ス
レ
ー
ト
亮
二
陪
鶴

見
ま
し
た
。
一
種
坪
四
五
@
九
八
坪

川
完
工
間
近
い
一
総
工
毅
一
、
コ
一
一
八
千
余
円

(
一
竣
工
昨
年
十
二
月
十
五
尽

ま
凸
住
宅
一
実
小
学
校
講
堂
一
新
築

竜
城
ケ
丘
団
地
第
一
号
一
六
一
戸
一
木
造

S

却
一
ス
レ
ー
ト
減
平
家
建

木
造
園
時
現
ス
レ

i

ト
高
平
家
撞
一
建
坪
六
玄
@
一
一
一
八
坪

態
坪
一
一
戸
当
D
}
(
U
@
五
坪
一
総
工
費
一
、
四
五
一
千
余
円

総
工
費
四
、
五
八
八
千
円
一
竣
工
昨
年
一
二
月
十
五
日

竜
城
ケ
丘
問
地
第
ニ
号
一
六
一
円
一
旭
小
学
域
給
食
場
新
課

一
構
造
撞
坪
前
記
に
閉
じ
一
木
造
聾
一
襲
撃
差

合
併
後
最
初
に
迎
え
る
撃
で
す
。
一
平
塚
市
の
基
礎
も
ゆ
る
ぎ
な
く
確
立
一
す
。
歩
一
歩
、
努
力
い
で
ま
し
ょ
一
総
工
費
四
、
豆
八
八
千
円
一
襲
四
五
三
坪

み
な
さ
ん
、
音
量
フ
毒
事
亡
、
将
来
の
震
が
約
一
釆
さ
れ
る
の
で
す
。
わ
け
て
も
、
合
併
に
よ
っ
て
警
一
夕
陽
ケ
丘
団
地
第
一
一
一
号
一
二
戸
一
総
量
一
六

O
万
円

け
る
市
長
の
寄
付
、
に
わ
か
に
広
く
な
一
あ
D
ま
す
。
一
棋
を
形
成
さ
れ
た
万
点
に
は
、
大
平
塚
一
構
造
建
坪
前
記
に
同
じ
一
盤
工
手
合
一
一
一
昌
一
一
十
一
日

っ
た
害
額
の
ず
み
ず
み
に
ま
で
通
じ
一
わ
た
く
し
は
、
十
万
の
真
意
と
宮
市
の
震
と
な
っ
党
著
書
く
掲
げ
一
総
工
費
一
一
一
、
一
喜
一
千
円
一
軍
克
小
学
校
校
舎
増
築

る
か
ど
う
か
、
わ
た
し
は
童
手
ζ

一
在
、
こ
と
造
る
い
希
望
を
も
っ
す
、
た
ゆ
ま
ざ
る
網
努
力
を
お
騒
い
一
以
上
そ
れ
ぞ
れ
警
護
る
二
月
一
木
造
霊
ス
レ
ー
ト
建
二
遺
言

を
と
を
気
づ
か
う
の
で
す
。
一
て
、
こ
の
歪
霊
迎
え
る
こ
と
に
、
石
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
一
二
吉
の
予
定
一
設
置
所
ニ
標
、
渡
廊
下
寝
室

開
辺
の
町
村
役
合
併
し
た
の
は
、
国
一
限
り
な
い
警
ひ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
一
お
毘
山
田
寧
?
み
な
さ
ま
の
上
に
、
一
同
小
学
校
の
整
一
建
…
註
二
ニ
九
て
八
点

劇
部
再
構
の
た
め
の
、
国
の
要
時
間
な
の
で
一
れ
ま
せ
ん
。
一
よ
り
主
芝
ご
す

E←
?
?
暴
に
i
一
備
す

k
Aむ
一
総

Tし
量
一
、
ニ
ニO
万
円

す
4
0
.
広
々
た
る
部
務
意
識
や
自
己
本
一
位
一
乙
の
四
月
一
日
に
は
、
わ
が
平
塚
市
一
→
一
竣
工
来
る
三
月
一
一
一
十
一
日

の
利
害
に
国
わ
れ
て
、
将
来
の
見
通
し
一
は
、
市
制
施
官
一
十
玄
関
年
を
迎
え
ま

f

一
花
水
小
学
校
校
舎
靖
築

を
あ
や
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
o
F。
三
塁
院
に
、
地
域
主
管
テ
一
重
量
ス
レ

i

ト
葺
二
階
建
二
棟

そ
の
た
め
、
閣
で
は
、
新
都
市
鼓
龍
一
ひ
ろ
が
り
、
人
口
も
六
万
七
千
か
ら
ま
ド
む
一
健
所
て
渡
廊
下
二
一
、
手
篭
所
三
棟

襲
撃
語
、
手
書
留
の
も
と
一
世
十
万
近
く
に
支
ま
し
た
。
そ
れ
い
J
一
四
一
一
種
坪
延
一
一
一
五
一
え
八
伴

に
、
露
出
来
豪
都
市
の
繁
栄
の
た
一
こ
こ
て
二
年
の
聞
の
事
で
、
芙
飛
咋
仙
一
鯨
工
費
一
、
O
六
五
万
円

程
、
一
計
画
の
震
に
更
新
政
慢
の
一
棋
と
言
う
べ
き
で
は
あ
D
ま
せ
ん
か
。
抑
制
一
竣
工
雪
二
一
月
一
一
一
十
百

実
施
号
、
出
来
る
限
り
の
補
尚
喜
一
さ
ら
に
そ
の
後
の
五
年
で
二
一
一
十
周
布
三
同
消
防
庁
舎
一
一
一
棟

一
ム

U

一

成
を
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
一
年
設
迎
え
る
日
の
、
わ
が
平
塚
市
を
怨
げ
橋
一
聾
沼
田
第
七
、
内
九
(
描
地
区
〉
好

A
轟
の
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
乙
の
一
像
し
て
下
さ
い
。
胸
お
ど
る
震
が
?
明
性
富
所
新
築
一
一
一
棟

三
十
二
年
害
は
、
季
開
放
の
建
て
一
る
で
は
あ
の
ま
せ
ん
が
。
一
口
並
木
造
量
ス
レ
ー
ト
藷
平
家
鰭

麗
し
が
出
来
て
い
た
の
で
す
が
、
乙

ζ

一
主
主
き
ん
の
お
力
次
第
五
附
吋
一
建
計
六

G
坪
(
各
ニO坪
〉

で
、
詳
の
た
め
に
さ
ら
に
新
た
に
和
一
量
益
霊
迎
え
る
に
雪
、
主

f

犠
土
総
工
費
一
七
六
万
円

室
長
じ
き
し
て
も
、
ち
て
壁
一
ら
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
協
力
一
致
し
一
都

Jブ
一
盤
工
来
る
一
月
一
一
一
十
一
匹

配
に
は
及
ぴ
ま
せ
ぬ
@
五
J年
の
う
ち
一
て
、
議
事
い
よ
い
よ
住
み
よ
く
酪
話
各
工
事
の
総
工
費
は
逗
嚢

に
は
、
会
れ
い
に
撃
は
解
摘
し
、
大
一
る
い
懇
話
て
あ
持
て
い
く

ζ
と
で
二

T
J
盟
約
じ
・
手
喜
負
金
額
で
す
。
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平塚市投所

(昭和問阿部自@毎月叩)
第 3撞郵便物認可発 行I . 

毎月

初
春
の
こ
ど
ば

色、つらl) 昭和32年 1 月初日(1) 

主主

一一→一千台勢ダイジヱスト (11月〉一
面積田.82(平方粁)1 電話加入者 2.357 

世帯数 20. 132 1 平撮駅
λ ロ 96.5461 乗車人員
出 生 1621 1 日平均 21.ヲ74
死 亡 351 ~降隼人員 650.757
死 産 231 18平均 21 ， 690
婚 姻 W19発送貨物し024寧
離 婚 41 ?到着貨物 1.466車
麗芥蒐集量 67.485賞|火災発生数
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時i 小学校 1~ I 交通事故
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(2) 

、
皆
さ
ん

燃
を
提
供
す
る
態
械
で
、
主
と
し
て
}
般
会
計
の
収
笈
情
祝
を
ダ
イ
ジ

、
￥
品
し
た
。

平
塚
の
彊
暑
で
あ
っ
党
周
辺
閉
山
村
の

A揮
を
繁
一
揖
し
て
、
一
躍
中
盤
の
と
し
て

の
鶏
織
を
も
っ
に
苓
-
h
ν、異
依
的
に
は
ん
ゲ
平
塚
市
輯
設
計
画

6
(践
報
)
を
積

率
十Jる
時
期
に
、
赤
字
解
消
を
中
心
と
し
て
財
政
収
支
に
現
わ
れ
光
明
る
さ

議
改
選
議
総
議
は
、
震
け
と
と
も
に
奏
聞
か
ら
警

出
し
た
日
光
の
よ
う
な
た
の
も
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
も
む
と
去
え
る
で
し
ょ

乍
フ

詳
し
く
は
、
告
示
板
か
市
例
代
所
財
政

籍制号〈第 3 額郵便物認可〉

課
で
従
覧
じ
て
下
さ
い
。

窓
当
の
協
力
や
安
特
は
、
納
得
と
定
し
い
揖
解
と
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。
と
の

意
味
か
ら
も
、
戦
決
の
灰
の
中
か
ら
立
ち
あ
が
っ
た
皆
さ
ん
の
ク
ま
ち
ポ
が
、

厳
警
を
隠
し
て
生
み
出
し
た
建
語
と
、
期
政
鵠
て
蜜
し
の
報
告
を
、
是
非
御
覧

に
な
っ
ザ
設
し
い
も
の
で
す
。

柚"剛帽圃~
、

-制問_，.

余
興

ず設

正毒患

議主主

f車w号

J縮議申
書r_>..膏車事~.

S謡~臨

支z
月

か
化
A
U

度
~

年
月

τ
i
d
品1

n
J
 

和
和
一
一
一
十
一
年
控
予
算
編
成
の
骨
子

も
、
消
費
的
持
費
の
節
減
に
よ
っ
て
、

赤
字
を
克
服
し
、
問
時
に
少
し
で
も
多

く
の
建
設
事
業
を
予
算
佑
し
て
市
民
の

福
祉
を
は
か
ろ
う
、
と
い
う
既
往
の
方

針
に
も
と
ず
き
、
当
初
回
二
五
、
九
七

三
千
円
を
計
上
、
昨
年
一
一
一
月
二
十
六
日

の
市
議
会
で
成
立
を
見
ま
し
た
。

そ
の
後
五
月
、
六
及
ぴ
九
月
に
追
加

更
一
止
を
震
ね
、
九
月
末
現
討
で
は
均
一
初

に
出
ぺ
一
七
%
上
ま
わ
る
四
九
八
、
七

支
出
わ
ず
か
に

ま
わ
る

予
算
の
一
一
一
八

M
mを
収
入
、
歳

四
O
M
mを
支
出
し
ま
し
た
。

乙
の
財
源
に
は

自
主
財
源
(
市
税
、
使
用
粉
手
数
粉
、

号 j

き
赤
字
に
対
決

31年護金学期議出予算荒出状況 ; 

款 l 持率(支出演 jl 款 |陪L誌 l却実掛出麟済
会 費封I 1よ~I ぷ((院統計調摘蚕費| t官忠羽1 27必必ラ急| 寸
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i!i護育制 95，叫詔 ol!諸支出金1 31 ，7判 8281 入

会議長i …吋;予欝費|三061_1 き
蹴生費I 4,8431 札 81i I I 苦
難措I 12 ,6531 4吋総 額[仇吋却。01

護費1 1 ， 994) 叫1 I 1 I 

27 ,177 

6, 178 
29242i 
16 ，ρ54 

580 

160 ,598 

韓民主的年寵決算
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ga; 室長告
を定五二党 βえ

叫持品需主
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iiiii 詩 iiZ22:1 字
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31年度建設事業 (4月~哲郎

事、襲名予算額
ト (単位千円〉

消随分間庁舎建築 1,765 
戦災土局長区磁整理 38 ,536 
地下道新設 26 ，∞o

失韓対策事業 41 ,066 
うを 金依 i 学校敷地拡張 1,000 
説話霊長 J 富士gγ薬
来事長 3面三|魚市場建設
判長さ墓主!下水道新設
ごぞ言 語 ~I 公営住宅建設
す宝 石毛 I :万田土地改良
、 0 県 01 野
ζ ヲ6 ~交手6. 1 引
の〉出〉

名

難
事
良
備
雪
崩
一
範

J

築
築
設
担
輪
襲
撃
開

建
ヱ
改
盤
補
新
新
新
負
箆



震

h
・
‘

l

‘
!
'
一
乙
の
白
議
会
室
長
一
一
十
一
年
度
一
ま
ず
人
件
費
関
係
に
特
徴
が
現
わ
一
議
所
道
路
、
大
野
地
区
県
道
義
改
一
六
万
五
千
円
で
お
目
見
事

υ
、
ヮ
ク
チ

蟻
踊
子
事
也
、
勺
〉
コ
ザ
時
一
追
加
更
正
予
算
(
一
般
会
計

)
E
れ
、
合
併
に
よ
る
新
職
員
の
給
季
、
一
良
工
毒
事
長
て
い
ま
す
。
一
ン
類
書
思
議
庫
九
万
五
千
円
、
土

真
手
島
一
、
一
点
官37
J
/
J
/
f
L
f
L
7
r
h
臨
E

一
一
一
一

i
f
J
J
d
l
J
;
/

曲

/
L
f
J

ノ

1
5

一
っ
て
日
同
ま
す
と
一
こ
れ
に
見
合
う
諸
手
当
、
或
は
参
事
や
一
教
育
費
は
ぐ
ん
と
張
っ
て
一
一
一
二
ハ
六
一
沢
簡
易
水
重
成
金
五
万
円
な
ど
が
見

一
追
加
総
額
は
九
、
六
O
O万
余
円
、
一
退
職
若
手
当
な
ど
を
中
心
と
す
る
質
問
一

O
万
円
の
追
加
、
小
、
中
母
校
や
社
一
ら
れ
ま
す
。

部
柄
引
還
の
道
路
学
校
の
建
設
拭
着
手
一
週
辺
町
芸
能
伴
う
当
然
な
拡
大
と
一
号
、

2
2

の
章
一
会
教
室
の
ま
か
な
い
費
が
多
く
な
一
産
摸
経
済
議
室
謀
議

一
合
併
後
の
市
鶴
殺
計
画
事
業
費
の
計
上
一
消
防
関
係
で
は
、
新
団
長
一
八
一
人
一
っ
た
外
、
大
野
中
雨
天
保
操
湯
新
設
に
一
助
負
担
金
が
多
く
、
積
額
的
な
摂
興
策

昨
年
最
後
の
市
議
会
議
会
長
一
〈
土
沢
)
そ
れ
ぞ
れ
定
数
一
一
に
無
償
貸
付
を
控
け
を
と
が
撃
と
一
覧
ら
れ
ま
す
。
一
分
の
田
章
、
奪
回
旗
な
ど
の
新
調
一
一
二
三

O
万
円
、
開
票
校
舎
改
築
す
展
開
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

る
さ
月
十
八
日
か
ら
五
日
間
の
会
期
一
乙
の
請
は
来
る
ニ
月
二
十
事
長
一
ま
し
た
。
一
二
、
四
七
万
円
、
車
、
警
告
訪
了
以
内
υ土
屋
、
由
口
沢
両
小
学
校
選
に
ニ
観
光
裏
芸
あ
た
わ
レ
い
も
の
に

一
一

'
ζ

れ
で
、
平
塚
市
の
予
算
総
額
は
、
一

p
u
t
?

一
一

を
も
っ
て
市
議
室
に
開
会
、
議
案
宣
言
れ
ま
す
。
一
一
章
一

O
万
問
、
実
詰
の
火
の
見
一
一
、
四
四
万
円
、
神
田
、
金
田
両
小
学
官
、
奈
川
握
警
護
樹
簿
二
三
万

一O
O
号
か
ら
第
二
八
号
ま
で
を
一
市
営
住
宅
四
一
一
一
一
戸
一
や
ぐ
ら
一
一
ニ
万
円
な
ど
が
呂
立
ち
ま
一
若
井
戸
軍
基
ニ
八
万
円
な
ど
が
組
一
円
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

夏
、
続
い
て
よ
一
十
年
度
会
計
章
一
三
十
一
年
度
分
市
営
住
宅
の
韓
武
装
一
す
。
一
義
ま
し
た
。
一
企
部
落
運
営
助
成
金
一
亘
書
、

(
一
般
会
計
及
び
語
、
競
馬
、
留
保
ま
り
ま
し
た
。
道
路
霊
童
話
葉
百
七
三
一
福
建
築
担
保
育
所
新
設
費
一
一
番
町
村
一
時
借
入
金
返
済
演
の
六
回

雪
特
別
会
計
)
裏
認
し
ま
し
た
。
一
裏
ケ
丘
(
敷
地
一
一
、

0
0
0坪
〉
四
万
円
、
一
八
機
会
開
失
神

5
義
一
五
五
万
円
が
白
新
し
く
、
保
健
衛
生
に
一
四
万
円
(
室
、
宮
、
童
、
域

選
挙
混
と
議
長
短
一
一
一
一
ニ
一
円
襲
、
人
増
ふ
鮪
の
各
線
香
、
水
利
一
来
語
、
患
者
輸
送
襲
憲
章
が
七
一
島
)
が
霊
引
き
ま
す
。

数
決
る
一
夕
陽
ケ
丘
(
敷
地
一
、
七
一
一
一
坪
)

市
議
会
議
員
の
定
数
と
選
挙
区
を
定
め
一
〕
一
一
円

た
条
例
が
議
決
さ
れ
、
次
翻

J
般
選
挙
一
い
ず
れ
も
第
一
種
住
宅
(
一
(
)
坪
五

が
行
わ
れ
る
ま
で
の
額
六
議
準
区
、
定
…
合
)
で
、
総
工
費
一
二
世
一
一
一
一
万
余
円

数
一
ニ
六
人
に
な
り
ま
し
た
の
…
で
二
月
下
旬
完
工
し
ま
す
。

第
一
一
区
(
目
前
@
描
)
定
数
ニ
七
一
ま
た
住
宅
敷
地
用
に
東
蕗
屈
の
旧
第

第
二
区
(
大
野
。
費
回
〉
定
数
五
一
二
海
軍
航
空
阪
工
場
開
地
だ
っ
た
嵐
有

第
一
ニ
区
(
神
田
)
第
四
区
〈
繍
島
)
←
問
題
土
悶
四
、
四
六
七
揮
の
お
下
げ
及

第
五
区
(
金
回
二
間
組
問
〉
第
六
区
一
ぴ
同
じ
く
五
、
二
四
七
坪
を
道
路
用
地

悪事

12丹史観襲警金

誌昭和年 1 )ヨ

(
土
木
係
)
都
市
計
源
、
地
名
護

、
鏡
、
道
路
、
間
刊
、
港
湾
、
下
水
道

や
土
地
境
界
、
道
路
台
帳
、
土
木
工

事
の
設
計
監
督
な
ど

(
建
築
様
)
市
費
に
よ
る
撞
露
の
一

設
計
、
監
督
及
び
営
構
、
韓
築
許
司
一

建
築
主
事
の
繋
契
約
豆
一
建
設
喜
一
十
一
年
度
喜
義
(
第
一
警
に
入
居
御
希
望
号
は
至
急
増

(
努
務
係
〉
失
業
対
策
事
葉
、
同
盟
一
込
み
し
て
下
さ
い
。
申
込
用
紙
夜
付
一
月
二
十
日
@
申
込
期
限
一
月
二
十
五
日

務
な
ど
、
常
時
一
一
一
五

O
人
く
ら
い
の
一
ま
で
@
申
込
先
平
塚
市
川
内
所
民
生
課
交
は
最
寄
の
究
所
。
出
張
所
へ
、
家
震
俗

義
人
夫
を
す
え
て
い
ま
す
o
-

一
室
長
脅
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
と
と
は
討
審
議
の
係
職
員
に
開
会

一
せ
顕
い
ま
す
。
、

建
設
課

t

c
c課
は
都
市
計
画
や
道
路
@
閉
山
川

の
轄
傍
@
学
校
e

そ
の
他
の
施
設
の
璃

築
@
失
難
対
策
土
木
事
輯
な
ど
、
明
ザ
課

建
設
の
現
議
に
あ
っ
て
、
え
ゲ

i

ル
の

大
き
い
仕
事
と
取
D

緩
ん
で
い
ま
す
。

荷
量
殺
が
麗
薯
事
旬
、
課
員
一

忍
名
、
外
に
滋
撃
一
で
構
築
磐
大
な

P
氏
名
の
職
員
投
蜘
惜
し
ま
す
。
一

(3) 

襲二率三
市担:金十

f2iEfさ筈 tま i
企竺会亙高
互で互きく
ニミ九 τ{主な
Q 著書い

八円六願
問、円つ

30年度

事業

裕樹分自庁舎
道路新設改良
排水路等新設
体育館盤
各種運動場
土地改良事楽
器蕃小校舎
春野中按舎
浜高校舎
観光施
県事業に対する
戦災土地区謹整
滞小校舎新
公館住宅建
失業対策事

計

入
確
保
に
つ
い
て
、
市
民
に
探
く
期
待

さ
れ
る
の
で
あb
ま
ず
。

歳
出
予
算
の
支
出
状
況
に
フ
い
て
は

記
の
震
を
参
照
し
て
苫
ぷ
。

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

一
年
度
追

予
算
通
る

人賠者募集こ

③
仕
事
に
興
味
が
あ
る
も
の
を
謹

ぷ
。

な
ど
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

今
年
小
学
校
へ
入
学
す
る
よ
い
子
の
一
ぐ
申
し
出
て

τ
さ
い
。
申
し
出
が
お
く
一
今
春
の
就
職
戦
線
を
展
謹
し
大
ま
か

お
父
会
ん
お
母
さ
ん
へ
・
:
:
一
れ
る
と
入
学
式
に
間
に
あ
わ
な
く
な
る
一
に
高
校
生
の
覚
悟
を
求
め
た
い
。

今
年
の
入
学
該
当
者
は
一
と
と
も
あ

h
uま
す
か
主
お
為
。
一
女
子
高
校
長
に
は
今
月
販
売
部
門
の

昭
和
二
五
年
四
月
二
日
か
ら
一
市
内
に
お
住
い
の
重
人
(
六
七
世
織
票
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
乙
れ
は

主
主
茜
月
一
巳
ま
で
に
生
ま
一
曹
は
、
百
本
の
法
律
に
よ
る
就
学
義
一
戦
線
が
時
期
的
に
重
さ
れ
た
結
果
だ

れ
た
子
供
ざ
け
ん
で
す
。
一
務
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
入
学
通
知
車
喜
一
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

入
学
通
知
書
は
、
近
日
中
に
教
室
主
的
し
ま
せ
ん
が
、
市
立
の
品
川
登
校
子
…
男
子
高
一
税
控
に
は
若
干
の
製
造
部
門
が

雲
か
ら
薬
品
け
ら
れ
ま
す
か
、
一
供
さ
ん
を
入
雲
せ
た
い
揚
語
、
間
一
残
さ
れ
て
い
る
が
安
心
は
で
き
な
い
、

病
気
そ
の
他
の
雪
で
就
学
さ
せ
る
の
一
審
持
参
の
上
、
教
育
委
員
会
に
お
い
一
男
子
の
場
合
植
の
部
門
の
求
人
が
少
い

が
密
葬
ん
と
思
わ
れ
る
方
は
、
入
学
通
一
で
下
さ
い
。
一
か
ら
で
あ
る
。

墨
書
持
参
の
毒
事
雲
事
務
一
i
i
l
i
-
-
e

一
ζ
の
躍
、
高
校
義
者
に
対
し
て
、

毘
(
江
勝
中
内
)
章
容
の
支
所
、
出
一
時
掲
載
生
離
職
戦
錦
一
慰
霊
一
統
に
お
け
る
蓄
の
襲
骨
量

票
率
震
に
御
装
苦
い
。
一
め
そ
の
畿
…
め
て
見
麗
し
、
知
っ
て
い
芸
く
と
と

入
学
遺
言
、
毒
所
に
備
え
て
一
議
警
護
挙
一
色
、
学
校
や
父
母
札
も
ぶ
徒
主

あ
る
露
蓄
に
よ
っ
て
作S

一
2

震
に
慈
印
象
主
義
一
上
主
義
祝
患
で
将
来
佐
美

、
万
吾
容
わ
れ
や
、
追
加
却
一
い
。
…
砲
し
、
鶴
喜
麓
が
号
\
で
き
る
よ
う

p
…
②
健
蔑
を
損
な
わ
な
い
。
一
警
捜
勤
怒
れ
を
ど
が
警
告
。

学



《
県
市
民
税
務
開
期
分

叫
今
月
は
、
大
野
支
所
高
ひ
、
神
田
、

山
城
島
問
、
間
階
、
金
田
、
土
沢
各

つ
1
i
!
」
出
張
所
管
内
也
、
県
市
民

最
近
、
平
境
保
健
所
で
は
市
内
を
対
一
ね
だ
ん
の
点
で
家
族
全
員
が
牛
乳
長
一
一
報
一
筆
頭
窓
納
期
に
あ

君
、
主
の
栄
養
事
し
ま
し
一
を
な
る
と
委
で
す
が
、
普
賢
一
一
翻
意
一
た
り
ま
す
護
士
見

事
、
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
こ
と
が
一
い
瞬
間
撃
を
利
用
し
て
下
さ
ぃ
。
一
一
一
耳
一

一
一
一
ょ

2

一
三
十
一
日
、

4

新
年
初
の
納

明
ら
か
延
長
し
た
。
一
患
の
使
い
方
が
少
丸
一
一
翼
手
で
す
。
新
市
民
た
る
の

で
①
野
菜
や
薬
物
の
食
べ
宗
一
少
く
と
も
一
人
一
回
大
き
一
訴
の
泊
一
弓
巾
一
誇
り
を
も
っ
て
議
五

五
百
下
、
了
ガ
リ
ン
な
ど
の
使
用
患
が
一
切
下
さ
い
。

一
特
に
、
守
賞
。
み
ど
り
な
ど
の
告
の
一
け
る
べ
き
で
す
。
乙
れ
は
沢
山
の
カ
ロ
一
印
公
衆
繍
説
ス
ラ
イ
ド
学
鶴

一
濃
い
も
の
を

ι
っ
と
と
る
べ
き
だ
と
り
一
リ
ー
を
出
し
て
、
働
く
カ
や
雰
山
出
し
…

N衛
強
に
つ
い
て
嬰
ず
る
ス
ラ
イ
ド

一
こ
と
、
こ
れ
は
機
械
で
い
え
ば
田
憲
一
て
く
れ
ま
す
。
い
た
め
物
、
揚
げ
物
な
一

Y
1
5
3
z
t
{
5
t
i

一
よ
く
す
る
組
む
よ
う
な
も
の
で
、
私
達
一
ど
毎
日
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
一
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
始
め

一
の
か
ら
だ
の
謂
予
を
保
つ
上
に
大
切
な
一
の
で
す
。
一
の
山
県
は
発
熱
が
主
だ
っ
た
が
、
最
近
で

一
の
で
す
。
一
く
わ
し
い
結
果
や
、
実
際
の
指
導
は
一
は
、
ノ
ド
の
発
赤
と
高
熱
を
伴
い
、
頭

…
ミ
力
ン
、
人
参
、
ほ
う
れ
ん
輩
、
ピ
一
平
探
保
健
所
の
栄
繋
土
さ
ん
や
、
手
近
一
痛
や
ノ
ド
の
痛
み
、
セ
キ
、
簡
肉
痛
、

一
i

マ
ン
な
ど
一
か
な
市
の
保
僅
掃
さ
ん
な
ど
に
御
相
談
一
ダ
ル
イ
な
ど
の
症
状
を
起
す
も
の
が
多

一
①
動
物
性
の
食
品
が
欠
け
て
一
志
れ
る
よ
う
お
す

h

め
し
ま
す
。
一
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
肺
灸
の
併
発
を

平
塚
市
描
所
、
キ
ド
コ
ロ
丘
阜
の
一
喜
い
の
り
て
つ
ね
に
さ
ま
よ
い
る
@
一
菜
、
平
塚
保
健
所
で
毎
月
行
事
長
一
起
す
お
そ
れ
も
あ
る
め
で
、
思
め
に
医

部
、
五
五
段
の
語
護
る
と
よ
c

っ
し
世
」
一
億
だ
ん
の
高
い
ビ
フ
テ
キ
や
カ
ツ
レ
ツ
一
理
撃
の
受
講
霊
園
芸
な
ど
催
せ
一
者
に
み
て
も
ら
う
乙
と
が
大
切
だ
き

さ
や
主
観
音
堂
が
あ
る
o
C
こ
は
、
昭
治
八
年
八
月
廿
ニ
日
の
夜
半
。
観
一
が
完
全
な
栄
重
だ
と
思
、
込
ん
さ
ら
正
被
に
立
つ
を
さ
さ
っ
。
一
衆
霊
係
で
は
注
意
し
て
い
ま
す
。

安
一
一
一
年(H
S

頼
朝
夫
人
の
安
草
壁
か
議
長
在
、
室
、
一
室
い
で
す
。
私
選

Z
U
T笠
J
E
z
f
z
i
z
〈
z
f

一
空
襲
力
の
欝
い
乳
拍
車
老

雪
露
菜
、
相
模
国
十
五
大
君
事
、
妻
、
薬
師
事
会
郡
高

L
な
る
鯨
肉
、
充
実
い
わ
し
、
干
物
一
カ
ゼ

m
w印
鑑
憲
一
人
、
議
掃
な
ど
に
気
を
つ
け
て
下
さ

ひ
と
つ
、
議
寺
(
じ
よ
う
そ
じ
)
の
に
帰
せ
し
め
た
。
廿
四
日
限
か
ぎ
を
汗
一
筆
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
す
。
一
今
冬
、
富
@
民
地
方
に
の
ろ
し
一
い
。

ζの
病
気
に
特
別
に
効
く
薬
は
な

あ
れμれ
な
れ
?
雪
っ
た
と
こ
ろ
五
仏
安
警
警
の
よ
⑦
乳
類
の
と
り
方
が
足
り
と
を
あ
げ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
三
く
、
害
保
提
そ
れ
に
適
当
の
換

中
か
ら
、
欝
に
入
っ
た
長
三
寸
五
分
、
一
-
い
@
一
に
大
極
付
し
ま
し
た
。
一
気
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

(
じ
よ
う
し
よ
じ
)
の
転
で
、
長
五
児
一

金
仏
の
観
世
音
織
が
出
現
し
た
。
覇
の
一
一

J
i
l
l一l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
I
l
l
i
-
-
l
!

っ
i

ニ
寸
の
千
手
観
世
音
を
本
尊
と
し
た
観
一
一
一
一
一

音
堂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
境
内
に
ま
開
園
長
、
一
石
一
字
露
店
が
ぎ
一
一
一
購
一

m
m
m
m
m
問
問
抑
制
ω
ω
m
m

一

主

t

シ
ジ
と
弔
問
め
で
あ
っ
た
白
で
大
評
判
と
一
一
一
謂
一
ム
，

n
h
n
w
n
h

，

w
h
d
h
A
h一

仁
王
円
を
は
じ
め
錨
時
間
、
薬
師
堂
、
末
一
司

J

一
一
一

l

一

事
も
あ
夕
、
規
模
は
大
き
か
っ
た
と
は
い
判
明
達
げ
な
び
た
だ
一
ヨ
一
飴
一
目
白
日
目
白
同
院
一

れ
考
え
ら
れ
な
い
が
、
仏
関
と
し
て
あ
…
藍
料
一
一
一
1
3
1
3
0
一

る
襲
の
結
措
を
そ
な
え
て
い
た
よ
う
警
護
蛍
で
あ
る
が
、
平
塚
市
の
一
豆
一
川
口
い
い

l
い
い
l
i
l
-
-い
一

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
思
く
か
ら
語
平
語
審
襲
(
ふ
か
ん
と
う
る
一
人
一
人
一
種
一
ヱ
ヱ
ヱ
町

F
Y
Z工
工
ヱ
ヱ
エ
習
員
一
入

国
第
二
一
十
二
百
の
札
所
長
め
ら
れ
、
警
の
場
所
で
あ
る
。
菜
、

ζ

の
あ
一
一
事
一
一
ス
上
修
マ
臨
グ
ナ
見
一
事

大
衆
の
単
語
仰
を
矯
め
て
い
た
。
苦
一
昔
、
害
時
代
滑
落
、
域
一
求
一
千
一
盤
イ
仕
騨
←
刷
額
金
査
い

F
グ
一
刊

誌
航
の
ひ
と
つ
に
、

ζ
ん
な
の
が
あ
る
露
間
鰐
の
蹟
で
も
あ
る
盟
問
一
一
ラ
立
時
イ
計

F
ν
ッ
一
配

「
き
と
こ
ろ
の
乙
の
ま
か
く
れ
の
観
一
職
一
躍
フ
組
中
ホ
印
設
板
検
ボ
プ
コ
店
一
語

l 年頭を飾る消訪出初式はー第10分団から第22分留.
1 までの新分間を加え、見貯合体育館前に華々しく
l 開催‘ 570名の団員とお台の摺防車をそろへ鉄壁
i の陣容を誇ったのこの沼市長から新分国旗や表彰
状の援与も行なわれ、富道上の五色放水に観衆を
f聞かした。

史蹟を
さぐる

計監品

部

藤

(11) 

主》

高
額
慎
悟

昭和32.1手工月四百

家
騒
料
理
に
赤
鰭
一
号

市
内
栄
食
調
査
の
結
果
か
ち

6 ， 0心0

5，∞0 

5,000 

6 ， 0∞ 

200 

3 

2 

5 

帯
融
の
開
催
申
込
み
を
募
揮
申
で
す

締
希
望
に
よ
り
、
部
灯
を
使
い
、
結

核
や
母
子
衛
認
な
ど
の
六
課
に
つ
い

て
共
向
学
習
レ
て
い
た
だ
C
う
と
い

う
も
の
。

平
一
域
保
鍵
所
回
開
設
制

y
i
ダ
i

に
、

〕
忠
一
一
5

一
一
露
関
程
度
、
等
級
盆
に

は
ニ0
1一
一
一
O
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー

プ
が
適
当
と
の
こ
と
、
受
講
者
に
は

市
長
の
修
了
証
書
を
差
上
げ
ま
す
。

御
希
望
む
方
は
、
車
め
に
市
佐
訴

民
比
一
課
交
は
支
所
、
出
張
所
に
お
申

込
み
下
さ
い
。

闘
離
宮
慕
算
期
開
問
蕗
長

昭
和
三
十
一
年
度
第
四
次
自
衛
官

(
撞e
揮
@
空
土
)
薄
暗
照
は
十
二
月

十
五
日
で
締
明
る
予
定
で
し
た
が
、

応
募
さ
れ
る
人
の
使
笠
を
は
か
る

た
め
、
来
る
一
月
十
九
百
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
悲
顕
案
内
や
志
願
繋
は
市
積

所
、
総
務
課
に
あ

D

ま
す
の
で
、
応
募

締
希
望
の
方
は
、
至
急
手
観
さ
れ
る

よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

よな
うく冬
にすの
し?と夜
てめ点
下、事

さ道放
い路の
。に原

水田
ヲ'"、

ま氷
かの
な i義
いを

カ
ゼ
を
予
拐
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ

研
賓
の
結
果
、
結
局
入
と
人
と
の
間
隔

を
離
す
乙
と
と
、
空
気
の
糟
浄
な
乙
と

が
最
も
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
現
状
で
は
か
ん
た
ん
な
乙
と

で
は
な
く
、
流
行
期
に
は
、
患
者
を
さ

げ
、
大
勢
襲
っ
て
い
る
と
ζ
ろ
で
は
、

マ
ス
ク
を
し
たP原
に
水
や
油
を
し
き

換
気
に
詮
窓
ず
る
な
ど
、
ホ
コ
り
を
吸

い
こ
ま
な
い
嫌
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

氷
の
議
を
な
く
そ
う
，

凍
っ
た
道
路
で
は
、
自
欝
車
が
と
ま

る
の
に
ふ
だ
ん
の
倍
以
上
も
か
〉
り
、

担
亨
る
人
も
危
険
で
す
。

らまhjp

事務員

事務兼自員

案内係

店員 I 1 

雑投 I 3 I B 
鹿敷女中 I 3 I住込 15 ， 000

女 中(多数住込 3，∞o

ミジシヱ I 3 I 5 ，∞o 

看護婦 I 21住込 8 ，∞o
看護蹄見習 I 3 1住込 2， 5∞

噴容師 I 3 I住込 8 ，000

英容見習 I 3 ↑住込 2 ，500

詳細は平塚公共職業安定所
T E.L 13 へお開会せ下5い
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火災肪止に全力をつくそう

火事の電話はく火事〉又はけ鵠襲撃〉へ


